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こ
れ
か
ら
の

御
殿
場
を
担
っ
て

　私たちのまち御殿場市は、富士山と箱根山系の間に
位置し、豊かな自然と優れた立地条件に恵まれた高原
都市です。
　本市は、都市と自然が調和し、市民と来訪者が豊かな
時間（とき）を実感することができるまちを実現するため
の政策を第四次御殿場市総合計画として定め、その将来
都市像「緑きらきら、人いきいき、 交流都市 御殿場」の実現
を目指し、市民の皆様との協働によるまちづくりに取り組
んでいます。
　少子・高齢化の急速な進行や地球規模での環境問題、
情報通信技術の急速な進展など、わが国の経済・社会情
勢は大きく変化しています。中でも、今もなお収束の目途の
たたない新型コロナウイルスの世界的感染拡大による経
済的、社会的影響は計り知れず、市民の命と暮らしを守るこ
とを第一に全力を挙げて取り組んでいるところです。この
ような難局にあっても、誰一人取り残さない、本市の特性
を生かしながら、市民と行政が一体となり御殿場らしい人
づくり、まちづくりを目指してまいります。
　このたび作成しました2022年市勢要覧により、本市の
現状と将来像をご理解いただき、更なる市勢進展にお力
添えをいただければ幸いです。

御殿場市長　勝又正美
Our city, Gotemba, is a highland city located between Mt. Fuji 
and Hakone mountains that boasts a rich natural environment 
and excellent geographical conditions.

Gotemba has established the 4th phase of the comprehensive 
city development plan to realize a city where both citizens and 
visitors realize an enriching time through the outstanding 
balance of our urban and natural environment. To achieve the 
future vision of the city, we are committed to working together 
with the citizens.

With the rapid aging of the population resulting from the 
decline in the birthrate, the worldwide environmental concerns, 
and the rapid progress of information and communication 
technology, our country's economy and social situation are 
changing significantly. Among all these situations, as the 
economic and social impact caused by the global spread of 
COVID-19 that remains uncontrolled is still inestimable, we are 
fully committed to protecting the lives and livelihood of the 
citizens as a matter of the highest priority. However, even under 
these difficult situations, by utilizing the characteristics of our 
city that never let anyone alone, we will strive to create 
Gotemba city with the municipal government and the citizens 
as a whole.

We hope that this 2022 official city government summary will 
help promote a better understanding of the city's current 
situation and its future vision. We ask for your continued 
support of the city.
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御殿場市全景

「市民とともに歩む情のある御殿場」を目指して

●　●　●　●　●　５つの重要施策

Gotemba city
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● 御殿場型経済・観光活性化

　本市は、富士山と箱根山系に囲まれ

た緑あふれる高原都市であり、豊かな

森林やさわやかな薫風、そして何より

清らかな水が、様々な恵みをもたらし

てくれます。

　市の強みを生かした新たな御殿場

ブランドの創出、富士山に抱かれた素

晴らしい自然環境の下、本市の更なる

飛躍にふさわしい、年間1,400万人

の交流人口を更に拡大させる、御殿場

ならではの施策を積極的に展開して

います。

　一方、コロナ禍で冷え切った市内経

済の活性化は待ったなしの状況であ

り、数度にわたるプレミアム付き商品

券など消費を促す対策を始めとして、

中小企業等応援金事業や経済対策助

成事業など、中小事業者に対する支援

を積極的に行っています。

　東京2020オリンピック・パラリンピック

　人と人とのつながりが希薄になりが

ちであると言われる昨今、子どもたち

の成長を、親御さんや家族が温かく見

守り、それを地域や社会全体が支えて

いく、そんな温かな、情のある地域社

会が、未来を担う子どもたちを育みま

す。それは、雄大な富士山の懐に抱か

れた本市の、地域のあり方そのもので

あるともいえます。

　御殿場市教育大綱の政策方針で

は、「富士山のような大きな心を持った

人づくり」を掲げています。これからの

社会を支える子どもたちの生きる力を

育み、人の心の痛みのわかる、それぞ

れが自立した人間として充実した人生

を歩んでいく資質・能力を養うために、

社会総がかりで、全ての子どもが生き

生きと輝き、健やかに成長していける

社会の実現を図ることが大切です。

　本市では、「真の子育て支援日本

一」をスローガンに掲げ、先進的な子

育て支援策を、他のどの自治体よりも

早く、手厚く進めてきました。

　そうした取り組みにより、合計特殊

出生率が令和２年県内第３位へと大

幅に上昇しました。

　民間活力を最大限に生かした保育

園の３歳未満児受け入れ枠拡大や、

待機児童の実質ゼロを進めるととも

に、学童保育の更なる充実、ひとり親

世帯と子どものいる低所得者への手

厚い支援を行い、子育て世代にやさし

い、御殿場ならではの施策の一層の充

実に取り組んでいます。

　また、未来を担う若者の意見を積極

的に取り入れ、子育て世代や若者が住

みやすい住環境の整備、就労の場の

確保、企業とのマッチング推進など、Ｕ

ターン就職しやすい雇用環境の更な

る充実を図るとともに、手厚い婚活の

支援等を行い、定住人口の増加を図っ

ています。

大会では、本市は自転車ロードレース

競技会場となりました。サイクルツーリ

ズムの推進、自転車イベントの誘致

や、空手イタリア代表ホストタウンとし

て空手の聖地づくりなど、レガシーを

生かしたまちづくりを推進しています。

　また、御殿場プレミアム・アウトレッ

トや御殿場高原時之栖などの大型誘

客施設と連携し、観光客のビッグデー

タを活用した市内回遊施策の実施、交

通アクセスや自然環境の良さを生かし

た、経済・観光活性化を進めています。

　そのためには、地域コミュニティーと

学校がともに子どもを見守り、育てて

いく環境を整えることが重要です。

 また、ICTの時代に対応し、タブレット

端末等を効果的に活用した学習の個

別最適化、ごてんばコシヒカリなど郷

土の産品に触れる学校給食、そして、

子どもたちはもとより、全ての市民に

とって学び、交流の場となる待望の新

図書館建設も重要です。

　御殿場に生まれ、育った子どもたち

が、一旦故郷を離れても再び戻ってき

てくれるような御殿場を作っていくこと

が重要であり、まずは市民、そして市外

の皆様にも御殿場の素晴らしい魅力

を知っていただくことが、郷土愛にあ

ふれ、思いやる心の深い、情のある「御

殿場らしい人づくり」、未来に向けたま

ちづくりにもつながると考えています。

● 子育て支援の充実

● 御殿場らしい人づくり
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● 環境政策とSDGs推進

み焼却を生かした公共施設電力100％

ゼロカーボン化といった最先端の取り

組みに加え、プラスチックごみや食品

ロスの削減など、市民や関係団体とと

もに、オール御殿場で環境に対する取

り組みを進めています。

　恵まれた環境をいかに残し、本市の

魅力として世界に発信していくことが

できるか。世界遺産富士山の麓の御殿

場市だからこそ、国際社会の一員とし

てなすべき環境に対する取り組みが

あります。

　そうした取り組みが市民の生活にゆ

とりと潤いをもたらし、市の発展につな

がるとともに、本市のプレゼンスを高め

ることにつながり、東京一極集中是正

など新たな国のかたちにつながります。

　本市では、世界遺産富士山の麓に

ふさわしい優れた環境・景観の形成

と、産業・経済振興が好循環するまち

の実現を図る「御殿場市エコガーデン

シティ構想」の推進など、「環境に特化

したまちづくり」に取り組んでいます。

　令和２年２月には、県内自治体で初

めて「ゼロカーボンシティ」への挑戦を

宣言し、市民とともに、そして産・学・

官・金などが連携して、富士山の麓か

ら、国際社会の一員として、地球温暖

化・気候変動問題を克服するための取

り組みを推進しています。

　本市には、県東部で唯一の水素ス

テーションや、約30カ所の電気自動車

充電スタンドがあります。水素社会の

構築や電気自動車の利用促進、可燃ご

　本市では、令和元年５月、御殿場市

SDGs推進本部を設置しました。誰一

人取り残さない持続可能な社会を目

指し、高校生を始めとする若者世代と

の連携などを図りながら、SDGsを推進

しています。

　また、高齢者の移動手段の確保や、

様々な福祉関係の相談に対する「福祉

総合案内窓口」を設置するなど、様々

な不安をお持ちの方に寄り添い、しっ

かりとサポートする行政を推進してい

ます。

　市職員が市民を想う気持ちを大切

にする「御殿場型NPM」に基づき、御

殿場ならではのSDGs実現に努めてい

ます。

　NPM（New Public Management）

とは、「新公共経営」と訳されます。行

政に民間企業の経営理論・手法等を

取り入れ、行政の効率化・合理化を推

進するという考え方です。本市では、市

民本位の行政経営のあり方を「御殿場

型NPM」と名付け、実践しています。

御殿場型NPM…

● SDGs推進

● 環境に特化したまちづくり
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「御殿場の魅力」ベスト10

１

2 3

● 御殿場型デジタル推進

　富士山の懐に抱かれた豊かな自然、美しい景観、おいしい

水、そこに住まう人々の心の温かさ。こうした富士山の恵み

は、御殿場市民の誇りです。

　そうした富士山の恵みに育まれる優れた環境を守り、育て、

未来を担う子どもたちが誇れる郷土とするために、そして、デ

ジタルを活用し、行政手続きのワンストップ化など市民の利

便性向上に向けて、本市では、都市の活力と地方のゆとりの

　本市の魅力を再発見するために、市民・市外在住者が選ぶ

御殿場の魅力について投票を行う「御殿場の魅力投票2021」

を実施しました。

　市内外多くの皆様から本市の魅力を再発見できる投票を

いただき、今後の本市が発展画するヒントを見つけることが

できました。

　市民が選ぶ御殿場の魅力として、第１位の富士山と第２

位の御殿場プレミアム・アウトレットが選ばれました。

　そして注目すべきは第３位にランクインした「御殿場の

水」です。水は万物の根源であり、改めて富士山の麓の本市

の自然環境の素晴らしさが再認識されました。これからの観

光振興の目玉にしていきたいキーワードです。

　本市の豊かな自然や環境を後世に引き継ぎ、持続可能な

社会づくりに貢献するため、今後の地域振興や経済・観光発

展に大いに活用していきます。

両方を享受する、国のデジタル田園都市国家構想に向けた取

り組みを推進しています。

　県内トップの健康寿命を更に伸ばしていく健康ポイント、富

士山の麓の自然を守るエコポイントなど、さまざまな地域課

題解決に資するデジタルポイントを地域通貨として、市民活

動と地域経済を好循環させる取り組みなど、デジタル技術を

活用した、未来に向けたまちづくりに取り組んでいます。

魅力を再発見
御殿場の魅力投票2021

● 「デジタル田園都市国家構想」
　  に向けた取り組み

御殿場市デジタル地域通貨プラットフォーム

地域内循環
地域課題改善

利用者

御殿場市

チャージ

ポイント精算

現金等

ボラ
ンテ
ィア・
イベ
ント
参加
等

ポイ
ント
発行

商品・サービス
ポイント決済

■デジタル地域通貨のイメージ

販売店

加盟店
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政策方針

1

2022

2031

国
内
外
の
観
光
交
流
に
よ
る

産
業
の
活
性
化

富
士
山
と
箱
根
外
輪
山
、そ
の
周
辺
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
景
観
を
ま
ち
の
魅
力
に
生
か
し
、

周
辺
市
町
と
連
携
し
た
周
遊
、滞
留
型
の
観
光
を
促
進
し
、観
光
ハ
ブ
都
市
と
し
て
発
展
す
る
た
め
、

既
存
の
観
光
施
設
に
加
え
、来
訪
者
が
観
光
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
新
た
な
資
源
の
発
掘
や

東
京
2
0
2
0
オ
リ
・パ
ラ
レ
ガ
シ
ー
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
各
種
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出
に
よ
り
、

観
光
交
流
客
数
や
観
光
消
費
額
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

SDGs

　富士山世界遺産登録、東京2020オリンピック・パラリンピック競技
大会の開催等による交流人口の増加や、新東名高速道路の新たな
インターチェンジの開設等による産業構造の変化を視野に入れ、新たな
産業の振興及び観光戦略により、活力あるまちづくりを進めています。

御殿場市
総合計画
GOTEMBA CITY
CONPREHENSIVE PLAN

産業
Gotemba has been promoting proactively to build a vibrant socio-economic community 
by reconstructing new industries and using our tourism strategies in consideration of 
increasing number of tourists and visitors due to the registration of Mt. Fuji as a World 
Heritage Site and holding the Tokyo 2020 Olympic and Paralympic Games,with changing 
industrial structure resulted from new opening of New Tomei Expressway interchanges in sight.

地場産品
販売施設

羽田空港、新幹線、
東名、新東名　等

市街地
及び
各地域

滞留の
促進

（市内）

飲食店・
各種商店

体験
スポット

観光資源

宿泊施設

大型商業施設

中核拠点施設
（富士山樹空の森）

大型観光施設

連携・
ネットワーク化

連携・
ネットワーク化

連携・
ネットワーク化

【箱根・西湘エリア】

【首都圏】
静岡空港、新幹線、
東名、新東名　等

【静岡・中京方面】

【富士五湖・表富士エリア】

【伊豆エリア】

★滞留型観光への
　転換を促進し
　地域経済を活性化
　御殿場の魅力づくりを推進し、
　観光資源・施設の
　ネットワーク化により
　地域経済を活性化

★他地域との連携による
　観光ハブ都市化の推進
　広域観光エリアにおける
　交流拠点都市へ

御殿場わらじ大祭
Gotemba Waraji(Traditional Straw-braided sandals)Festival
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人が集い活力あふれる
産業を育てるまちづくり

富士山太鼓まつり
Mt.Fuji Taiko Festival

三井住友VISA太平洋マスターズ

秩父宮記念公園

御殿場プレミアム・アウトレット

サイクリングロード
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政策方針

1

2022

2031

新
た
な
企
業
誘
致
と
産
業
連
携
の
推
進
地
域
特
性
を
生
か
し
た

農
林
業
の
展
開

富
士
山
の
麓
の
良
好
な
環
境
と
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活
か
し
た

新
た
な
工
業
用
地
の
創
出
を
図
り
、企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や
、

様
々
な
支
援
策
に
よ
る
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、起
業
者
へ
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、富
士
山
の
伏
流
水
な
ど
地
域
資
源
を
活
用
し
、農
林
業
や
商
業
、

ド
ロ
ー
ン
や
A
I
な
ど
の
先
端
技
術
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
産
業
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

SDGs

SDGs

御殿場市
総合計画
GOTEMBA CITY
CONPREHENSIVE PLAN

　
魅
力
あ
る
農
林
業
の
振
興
を
目
指
す
た
め
、地
場

産
品
の
販
売
強
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、安
全
で
安
心
な
農
産
物
の
生
産
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、農
地
や
山
林
の
適
正
な
管
理
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

産業

板妻南工業団地
Itazuma-south industrial complex



令和３年度  御殿場市  市勢要覧10

人が集い活力あふれる
産業を育てるまちづくり

活
気
あ
る

商
業
の
振
興

SDGs　
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
の
販
売
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
う
た
め
、商
店
街
や
企
業
等
が
行
う

活
気
あ
る
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、魅
力
あ

る
地
域
資
源
を
生
か
し
た
御
殿
場
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の

開
発
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る

工
業
の
振
興

SDGs　
豊
か
な
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、中
小
企
業
の
経

営
基
盤
の
安
定
化
及
び
経
営
の
改
善
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

良
好
な

雇
用
環
境
の
創
造

SDGs　
誰
も
が
働
き
や
す
く
す
る
た
め
、国
や
県
等
と
連

携
し
て
良
好
な
就
業
環
境
の
整
備
を
促
進
し
て
い
ま

す
。ま
た
、労
働
者
へ
の
充
実
し
た
福
利
厚
生
と
豊
富

な
労
働
教
育
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

御殿場みくりやそば夏休み親子工場見学

御殿場市合同企業ガイダンス 御殿場こだわり推奨品 ウイスキー蒸留釜



令和３年度  御殿場市  市勢要覧 11

政策方針

2

2022

2031

健康福祉

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進

真
の
子
育
て
支
援
日
本
一
を
目
指
し
て
、

子
ど
も
を
地
域
で
見
守
る
仕
組
み
や
預
け
や
す
い
環
境
の
確
立
な
ど
、

子
育
て
環
境
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

SDGs

　誰もが希望を持って明るく健康に暮らすことができるように、社会
福祉の充実を図り、地域で支え合う健やかな福祉のまちづくりを進
めています。

御殿場市
総合計画
GOTEMBA CITY
CONPREHENSIVE PLAN

By promoting to fulfilling policies to the enhancement of social welfare and 
symbiotic community for all of its citizens, we believe to establish a city 
where everyone is happy and healthy with hopes for the future.

健やかに育つ子どもたち
Children growing up strong and sound physically and mentally



令和３年度  御殿場市  市勢要覧12

笑顔あふれる
健やか・福祉のまちづくり

安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
確
保

市
民
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

広
域
的
な
地
域
医
療
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

SDGs



令和３年度  御殿場市  市勢要覧 13

政策方針

2

2022

2031

健康福祉

健
康
づ
く
り
の
促
進

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
、食
育
の
推
進
や
健
康
づ
く
り
の
啓
発
な
ど
、

市
民
自
ら
健
康
づ
く
り
活
動
が
実
践
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

SDGs

御殿場市
総合計画
GOTEMBA CITY
CONPREHENSIVE PLAN

支
え
合
う

地
域
福
祉
の
構
築

SDGs　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
と
行
政
の
連
携
に
よ
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、地
域
住
民
が
お
互
い
に
支
え
合
い
、

助
け
合
う
地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生
の

充
実

SDGs　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
診
査
や
検
診
、教

育
・
相
談
等
を
実
施
し
、健
康
管
理
支
援
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。



令和３年度  御殿場市  市勢要覧14

笑顔あふれる
健やか・福祉のまちづくり

安
心
で
き
る

高
齢
者
福
祉
の
充
実

SDGs　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、安
心
し
て
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

自
立
に
向
け
た

障
害
者
福
祉
の
充
実

SDGs　
障
害
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、自
立
支
援
や
社
会
参
加
の

促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
険
・
年
金
制
度
の

周
知
と

医
療
費
の
適
正
化

SDGs　
保
険
・
年
金
制
度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、医

療
費
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。



令和３年度  御殿場市  市勢要覧 15

政策方針

3

2022

2031

防災
市民生活

危
機
管
理
体
制
の
構
築

自
然
災
害
や
国
民
保
護
事
案
、感
染
症
対
策
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
危
機
事
案
を
想
定
し
た
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
、的
確
な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、自
主
防
災
会
の
能
力
向
上
及
び
職
場
・
学
校
な
ど
に
お
け
る
防
災
教
育
の
充
実
な
ど
、

地
域
の
防
災
力
の
強
化
及
び
大
規
模
災
害
に
対
応
し
た
災
害
時
即
応
体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。

SDGs

御殿場市
総合計画
GOTEMBA CITY
CONPREHENSIVE PLAN

治
山
・
治
水
対
策
の

充
実

SDGs　
大
規
模
地
震
や
集
中
豪
雨
に
備
え
て
、森
林
機
能
の

保
全
や
河
川
改
修
な
ど
を
進
め
、治
山
・
治
水
に
努
め

て
い
ま
す
。

消
防
・
救
急
体
制
の

強
化

SDGs　
地
域
の
防
火
や
救
命
措
置
な
ど
の
対
策
を
進
め
る

ほ
か
、火
災
や
緊
急
事
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
消
防
、救
急
・
救
助
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　市民の生命と財産を守るため、自然災害をはじめ、犯罪、事故、
火災など様々な災害に対し、常に危機管理意識を持って的確な対応
ができる安全で安心なまちづくりを進めています。
To protect citizen’s lives and property, building a safe and secure city with a 
strong infrastructure against crimes, accidents, fire and natural disasters is 
underway.



令和３年度  御殿場市  市勢要覧16

安全で安心して
暮らせるまちづくり

身
近
な
地
域
の

防
犯
の
充
実

SDGs　
身
近
な
地
域
で
発
生
す
る
犯
罪
を
防
止
し
、安
全

で
安
心
な
く
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、地
域
ぐ
る
み

の
防
犯
活
動
や
防
犯
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
の

権
利
の
尊
重
と

自
立
の
支
援

SDGs　
消
費
者
の
権
利
の
尊
重
と
自
立
の
支
援
を
図
る
た

め
、相
談
体
制
の
強
化
や
消
費
者
教
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

交
通
安
全
の

推
進

SDGs　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、交
通
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
は
た
ら
き
か
け

る
と
と
も
に
、交
通
安
全
施
設
や
設
備
の
保
全
と
拡
充

に
努
め
て
い
ま
す
。



令和３年度  御殿場市  市勢要覧 17

政策方針

4

2022

2031

教育文化

御殿場市
総合計画
GOTEMBA CITY
CONPREHENSIVE PLAN

芸
術
・
文
化
活
動
の

振
興

SDGs　
市
民
が
、芸
術
文
化
に
接
す
る
機
会
を
増
や
す
た

め
、環
境
整
備
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、世
代
間

の
交
流
を
通
し
、担
い
手
の
育
成
と
主
体
的
な
活
動
の

支
援
を
図
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
と

地
域
活
動
の
推
進

SDGs　
市
民
が
自
ら
学
び
あ
い
、実
り
あ
る
毎
日
を
送
り
、

ま
た
地
域
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
、自
由
に
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
や
温
か
い
地
域
の
醸
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

人
を
育
む
環
境
の
充
実

SDGs　
確
か
な
人
間
力
、社
会
力
を
身
に
つ
け
、郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
、家
庭
、地
域
、保
育
所
、こ
ど
も
園
、幼
稚
園
、

学
校
が
連
携
し
、よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え
、次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　地域と行政が一体となり、子どもから大人までお互いに学び合う
ことで、豊かな心を持ち、いきいきと暮らすことのできる人づくりを
進めています。
Together with the local communities, the city is aiming to build a vibrant city 
through mutual leaning throughout generations thus nurturing sound 
emotional health of the citizens.
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富士山のように
大きな心を持った人づくり

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

SDGs　
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
高
ま
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
参
画
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

歴
史
と
文
化
の
継
承

SDGs　
地
域
文
化
継
承
の
た
め
、歴
史
・
文
化
資
源
の
調
査

と
保
全
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
文
化
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、歴
史
・
文
化
の
学
び
の
場
の
提
供
を

図
っ
て
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
と

国
際
交
流
の
推
進

SDGs　
市
民
と
在
住
外
国
人
が
相
互
理
解
の
も
と
、安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
多
文
化
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、様
々
な
分
野
で
の
国
際

交
流
を
通
じ
て
、国
際
化
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。



令和３年度  御殿場市  市勢要覧 19

政策方針

5

2022

2031

環境

御殿場市
総合計画
GOTEMBA CITY
CONPREHENSIVE PLAN

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

保
全

SDGs　
富
士
山
や
箱
根
外
輪
山
の
自
然
環
境
の
保
全
を
推

進
す
る
ほ
か
、自
然
資
源
を
生
か
し
た
魅
力
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止

活
動
の
推
進

SDGs　
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、環
境
負
荷
の
小

さ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
促
進

を
図
る
ほ
か
、市
民
や
企
業
等
と
協
働
で
環
境
保
全

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　富士山や箱根外輪山の恵みである水資源や自然環境を守り、
市民や企業等とともに地球の環境問題を意識した身近な環境の
保全活動の推進を図るほか、資源循環型社会の形成に向けた取り
組みを推進し、清らかで環境にやさしいまちづくりを進めています。
Along with the vision of environmental preservation and protection of water 
source and natural habitat of Mt. Fuji and Hakone crater in consideration of 
local as well as global environment, the city is pioneering to build an 
ecological-friendly, resource circulating community.

富士山エコパーク焼却センター
Mt.Fuji Ecological Park Incineration Center
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富士山の恵みを
大切にするまちづくり

身
近
な
生
活
環
境
の

向
上

SDGs　
誰
も
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、市

民
・
企
業
等
・
行
政
が
協
働
し
て
、生
活
環
境
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

資
源
循
環
型
社
会
の

構
築

SDGs　
資
源
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
一
環
と
し
て
、ご
み

の
減
量
や
再
資
源
化
等
を
推
進
す
る
ほ
か
、廃
棄
物

等
の
適
正
な
処
理
を
図
っ
て
い
ま
す
。

水
環
境
の

保
全
・
活
用

SDGs　
恵
ま
れ
た
水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、水
資
源
の
有

効
利
用
に
努
め
る
ほ
か
、生
活
排
水
処
理
施
設
等
の
整

備
と
適
正
な
管
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

御殿場浄化センター
Gotemba Purification Facility
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政策方針

6

2022

2031

都市基盤

御殿場市
総合計画
GOTEMBA CITY
CONPREHENSIVE PLAN

活
力
あ
る

土
地
利
用
の
推
進

SDGs　
優
れ
た
自
然
環
境
と
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い
生
活

環
境
の
調
和
を
図
る
た
め
、適
正
な
土
地
利
用
へ
の

誘
導
を
図
り
、活
力
あ
る
土
地
利
用
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

面
的
な
都
市
と

拠
点
の
整
備

SDGs　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
基
盤
の
整
備
や
新
東
名
高

速
道
路
の
新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
を
生
か

し
た
都
市
拠
点
の
整
備
と
面
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る

景
観
の
形
成

SDGs　
富
士
山
な
ど
の
景
観
資
源
の
保
全
と
、こ
れ
ら
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
景
観
形
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　秩序のある土地利用、効率的な都市基盤の整備を推進し、ゆとり
ある住環境、美しい景観の形成に努めることにより、自然と共生した
都市の構築を図り、市民が住むことに誇りを持てるようなまちづくり
を進めています。
Through our belief that an orderly utilization of available land lead to efficient 
urban infrastructure creating better living environment and scenery, we are 
striving to build a society co-existing with nature that the citizens are proud to 
live in.

東名高速道路 御殿場ジャンクション付近
Vicinity of Tomei Express Way Gotemba Junction
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富士山の麓にふさわしい
美しく快適なまちづくり

潤
い
の
あ
る

都
市
環
境
の
整
備

SDGs　
公
園
を
計
画
的
に
整
備
し
、適
正
な
維
持
管
理
を

行
う
ほ
か
、市
民
や
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
緑
化
活
動

に
努
め
て
い
ま
す
。

す
み
や
す
い

住
宅
・
環
境
の
整
備

SDGs　
誰
も
が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、ゆ
と
り
あ
る
住
宅
な
ど
の
建
築
を
進
め
、

住
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

交
通
基
盤
の

整
備

SDGs　
新
東
名
高
速
道
路
等
の
基
幹
道
路
整
備
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、安
全
で
安
心
な
道
づ
く
り
と
道
路
網

の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
の

利
便
性
の
向
上

SDGs　
交
通
弱
者
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
利
用
者
の
円
滑

な
移
動
を
図
る
た
め
、バ
ス
・
電
車
等
の
公
共
交
通
の
充

実
と
交
通
拠
点
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 御殿場市富士山眺望遺産（平成27年11月認定）

富士山御殿場口
Mt.Fuji Gotemba Climbing Point

夢の大橋
Great Dream Bridge

平和公園
Peace Park

乙女の鐘
The Bell of Maiden

富士松天望台
Fujimatsu Viewing platform

Gotemba’s Mt.Fuji View Heritage

小田急ロマンスカー「ふじさん号」
Odakyu Line Express Train “Romance Car Fujisan-go”
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御殿場財産区（東山旧岸邸）
Gotemba Zaisan Ku (Former Kishi Residence in Higashiyama)

印野財産区（樹空の森パークゴルフ場）
Inno Zaisan Ku (Juku forest Park Golf Course)

原里財産区（友愛パーク・朝日）
Harasato Zaisan Ku (Yuai Park・Asahi)

玉穂財産区（ふれあいプール玉穂）
Tamaho Zaisan Ku (Fureai Pool Tamaho)

高根財産区（高根中郷館）
Takane Zaisan Ku (Takane Public Hall)

財
産
区

合
併
に
伴
い
旧
町
村
に
設
置
さ
れ
た

特
別
地
方
公
共
団
体

　
財
産
区
は
、地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
特
別
地
方
公
共
団
体
で
、

本
市
の
誕
生
と
と
も
に
、旧
富
士
岡
村
を
除
く
5
つ
の
旧
町
村
に

財
産
区
が
設
置
さ
れ
、市
と
の
一
体
性
を
保
ち
な
が
ら
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
財
産
区
の
財
産
は
東
富
士
演
習
場
に
多
く
あ
り
、国
に
貸
し
付
け

し
た
賃
貸
借
料
が
主
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
収
入
は
、

地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、市
へ
繰
り

入
れ
さ
れ
、地
域
の
道
路
や
学
校
な
ど
多
く
の
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Zaisan Ku: Property ward - Specially 
designated local public entity
Zaisan Ku is a specially designated public entity defined 
by a local government.  Upon Gotemba’ s establishment 
as a city, Zaisan Ku were designated throughout the five 
former villages with the exception of former Fujioka 
village.  Its management is under the mutual jurisdiction 
of the city and the entity.
Many of the entity’ s properties are located within the 
Higashi Fuji Exercise Area, thus the property rental fees to 
the National Government are the main source of income.  
Such income is utilized with the purpose of enriching the 
welfare of local citizens.  The income is transferred into 
the city’ s general account and maintenance of city 
streets, local public schools and other public facilities are 
funded by such account.

SDGs



東富士演習場全景
East Fuji Maneuver Area

MANEUVER AREA
One-third of Gotemba City is used as the maneuver area
The East Fuji Maneuver Area, a vast area of 8,800 hectares, spans parts of Gotemba City, 
Susono City, and Oyama Town. Approximate one-third of
Gotemba City is used as the maneuver area.

演
習
場

25令和３年度  御殿場市  市勢要覧

市
域
の
３
分
の
1
を
占
め
る
東
富
士
演
習
場

　

約
８
千
８
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
を
有
す
る
東
富
士
演
習
場
は
、御
殿
場
市
と
裾

野
市
、小
山
町
に
ま
た
が
り
、本
市
に
お
い
て
は
、市
域
の
約
３
分
の
１
が
演
習
場

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
市
民
生
活
と
の
関
わ
り

　

演
習
場
の
約
６
割
が
民
公
有

地
で
あ
る
こ
と
や
、
市
内
に

滝
ヶ
原
、板
妻
、駒
門
の
３
つ
の

駐
屯
地
及
び
米
軍
キ
ャ
ン
プ
富

士
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、市

民
生
活
と
広
い
範
囲
で
関
わ
り

を
持
っ
て
い
ま
す
。

■
民
生
安
定
事
業
の
推
進

　

演
習
場
が
存
在
す
る
こ
と
に

よ
り
発
生
す
る
、市
民
生
活
へ

の
障
害
を
緩
和
す
る
た
め
に
、

国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
て
公

共
施
設
の
整
備
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

■
地
元
権
利
者
の
擁
護

　

土
地
・
入
会
・
水
利
権
な
ど
地

元
諸
権
利
の
擁
護
を
図
る
と
と

も
に
、市
民
の
身
体
、生
命
、財

産
の
安
全
を
守
る
た
め
の
諸
施

策
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

い
ま
す
。

総合火力演習
Fuji Comprehensive fire power exercise

SDGs



令和３年度  御殿場市  市勢要覧26

御殿場市は、アメリカ合衆国の
チェンバーズバーグ市、ビー
バートン市との姉妹都市提携を
結んでいます。

http://www.beavertonoregon.gov/

チ
ェン
バ
ー
ズ
バ
ー
グ
市

﹇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ベニ
ア
州
﹈

ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市

﹇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州
﹈

　

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
バ
ー
グ
市
は
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
北
西
約
１
８
０
㎞
に
位

置
す
る
田
園
が
広
が
る
ま
ち
で
す
。

　

1
9
2
0
年
代
に
御
殿
場
市
の
根
上

津
奈
子
さ
ん
が
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
バ
ー
グ

の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

機
に
、１
９
６
０
年（
昭
和
35
年
）に

姉
妹
都
市
提
携
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
バ
ー
グ
市
は
美
し
い

自
然
と
南
北
戦
争
を
背
景
と
し
た
多
く

の
歴
史
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。市
の
中

心
地
に
は
、ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
美
し
い
噴
水
、メ
モ
リ
ア
ル
フ
ァ
ウ

ン
テ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
の
商
工
会
長
が
、

御
殿
場
市
を
訪
問
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
１
９
８
７
年（
昭
和
62
年
）に

姉
妹
都
市
提
携
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
は
オ
レ
ゴ
ン
州
の

ワ
シ
ン
ト
ン
郡
に
あ
り
ま
す
。
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
の
西
南
西
15
㎞
に
位
置
し
、

ハ
イ
テ
ク
産
業
を
中
心
に
発
展
し
て

い
ま
す
。富
士
山
に
似
た
フ
ッ
ド
山

（
３
、４
２
４
ｍ
）は
南
北
に
走
る
カ
ス

ケ
ー
ド
山
脈
の
最
高
峰
で
、ま
ち
は
、

多
く
の
緑
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

1960年
8月22日

姉妹都市提携

1987年
10月22日

姉妹都市提携

http://www.borough.chambersburg.pa.us/

常任委員会議 員 定 数

本 会 議

21人

定例会４回（３月、６月、９月、12月）
臨  時  会（必要に応じて随時開催）

総務委員会　　　定数７人
福祉文教委員会　定数７人
経済環境委員会　定数７人
広報委員会　　　定数９人
予算決算委員会　定数21人



主
な
で
き
ご
と

東
富
士
演
習
場
が
米
軍
に
接
収
さ
れ
る

日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
米
軍
に
よ
る
演
習
場
継
続
使
用
が
決
定

御
殿
場
町
・
富
士
岡
村
・
原
里
村
・
玉
穂
村
・
印
野
村
の
合
併
に
よ
り

御
殿
場
市
制
が
施
行
さ
れ
る

御
殿
場
市
消
防
団
発
足

小
田
急
電
鉄
が
新
宿
〜
御
殿
場
間
の
運
転
を
開
始

第
1
回
市
民
体
育
祭
開
催

米
軍
ロ
ケ
ッ
ト
砲
オ
ネ
ス
ト
ジ
ョ
ン
を
東
富
士
演
習
場
か
ら
北
富
士

演
習
場
へ
発
射

高
根
村
を
御
殿
場
市
に
編
入

小
山
町
古
沢
区
を
御
殿
場
市
に
編
入

東
富
士
演
習
場
地
域
農
民
再
建
連
盟
が
結
成
さ
れ
る

御
殿
場
市
商
工
会
発
足

市
章
を
制
定

米
陸
軍
東
富
士
演
習
場
か
ら
撤
退
完
了

市
内
で
最
初
の
ゴ
ル
フ
場
が
東
山
に
完
成

第
1
次
東
富
士
演
習
場
使
用
協
定
締
結

市
営
火
葬
場
を
改
築

印
野
御
胎
内
植
物
園
開
園

国
立
中
央
青
年
の
家
開
所（
現 

国
立
中
央
青
少
年
交
流
の
家
）

陸
上
自
衛
隊
が
三
廠
舎（
滝
ヶ
原
・
板
妻
・
駒
門
）に
駐
屯

米
国
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
バ
ー
グ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

元
号

昭
和
25

昭
和
28

昭
和
30

昭
和
31

昭
和
32

昭
和
33

昭
和
34

昭
和
35

西
暦

1
9
5
0

1
9
5
3

1
9
5
5

1
9
5
6

1
9
5
7

1
9
5
8

1
9
5
9

1
9
6
0

主
な
で
き
ご
と

【
縄
文
時
代
】御
殿
場
の
地
に
人
が
住
み
始
め
る

御
殿
場
地
方
に
横
走
駅
が
設
置
さ
れ
る

駿
河
国
司
、富
士
山
の
噴
火
を
報
告

（
噴
火
の
記
録
と
し
て
は
最
古
）

伊
勢
神
宮
の
神
主
大
中
臣
氏
を
給
主
と
す
る
大
沼
鮎
沢
御
厨
が
成

立
す
る

源
頼
朝
、富
士
野
・
藍
沢
に
て
狩
り
を
行
う

新
田
義
貞
と
足
利
尊
氏
が
箱
根
・
竹
之
下
で
戦
う

（
南
北
朝
動
乱
開
始
）

北
条
氏
、駿
河
侵
入
の
武
田
氏
と
各
地
で
戦
う

徳
川
家
康
、駿
府
に
入
り
駿
河
国
を
領
有
す
る

幕
府
代
官
・
長
野
九
左
衛
門
清
定
が
、土
豪
・
芹
沢
将
監
に
御
殿
の
造

営
と
そ
の
周
辺
に
新
町
を
建
設
す
る
こ
と
を
命
ず
る

小
田
原
城
主
と
な
っ
た
稲
葉
正
勝
が
御
厨
地
方
を
支
配

古
沢
村
で
6
人
の
農
民
が
小
田
原
藩
に
年
貢
増
徴
反
対
を
直
訴

す
る

江
戸
の
商
人
大
坂
屋
長
右
衛
門
が
東
山
新
田
の
開
発
を
始
め
る

富
士
山
が
噴
火
す
る（
宝
永
の
大
噴
火
）

小
田
原
領
の
被
害
甚
大
の
た
め
村
々
が
幕
府
領
と
な
り
、伊
奈
半
左

衛
門
に
よ
り
復
旧
が
始
ま
る

元
号

大
宝
元

天
応
元

嘉
承
3

建
久
4

建
武
2

永
禄
11

天
正
14

元
和
2

寛
永
10

寛
永
15

寛
文
7

宝
永
4

宝
永
5

西
暦

7
0
1

7
8
1

1
1
0
8

1
1
9
3

1
3
3
5

1
5
6
8

1
5
8
6

1
6
1
6

1
6
3
3

1
6
3
8

1
6
6
7

1
7
0
7

1
7
0
8

古
代
〜
大
正

宝永噴火の図
（山之尻･滝口文夫氏蔵）

馬力
（二の岡･井上不二雄氏提供）

東海道線時代の御殿場線
（御殿場･渡辺竹雄氏提供）

昭和30年 合併調印式

吾妻神社境内にある「地名御殿場発祥の地」石碑

御
殿
場
の
歴
史

家
康
の
宿
泊
所「
御
殿
」が

　
　
御
殿
場
の
名
と
し
て
今
に
残
る

御
殿
場
の
名
は
、元
和
２
年（
1
6
1
6
年
）に
徳
川
家
康
公
が

駿
府
か
ら
江
戸
に
通
行
す
る
際
の
宿
泊
所「
御
殿
」を
造
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

HISTORY OF GOTEMBA
Gotemba was named after ‘Goten’,which 
means ‘castle’ established by Shogun 
Ieyasu Tokugawa.
Gotemba was named after ‘Goten’. Shogun Ieyasu 
Tokugawa gave orders to build a ‘Goten’   to 
accommodate travelers on their way from Sunpu
(now Shizuoka City) to Edo(now Tokyo).

27令和３年度  御殿場市  市勢要覧

お
お
な
か
と
み
し

み
く
り
や



28 令和３年度  御殿場市  市勢要覧

有
線
放
送
電
話
開
通

国
鉄
南
御
殿
場
駅
開
設

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
ア
ジ
ア
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
を
滝
ヶ
原
で
開
催

御
殿
場
農
業
協
同
組
合
発
足

養
護
学
校
開
校

県
立
御
殿
場
南
高
等
学
校
開
校

消
防
本
部
・
消
防
署
発
足

御
殿
場
駅
東
口
完
成

英
国
B
O
A
C
機
、富
士
山
太
郎
坊
に
墜
落
。全
市
あ
げ
て
救
援

活
動

県
立
御
殿
場
高
等
学
校
全
国
駅
伝
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場

私
立
御
殿
場
西
高
等
学
校
開
校

御
殿
場
駅
前
大
火
で
16
世
帯
被
災

家
庭
ご
み
無
料
収
集
開
始

市
の
鳥（
く
ろ
つ
ぐ
み
）制
定

御
殿
場
線
蒸
気
機
関
車
さ
よ
な
ら
運
転

東
富
士
演
習
場（
キ
ャ
ン
プ
富
士
区
域
を
除
く
）米
軍
よ
り
返
還

東
名
高
速
道
路
、御
殿
場
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

市
役
所
新
庁
舎
完
成

第
1
回
御
殿
場
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
開
催

第
1
回
御
殿
場
市
産
業
祭
開
催

第
1
回
わ
ら
じ
祭
り
開
催

市
の
花（
富
士
桜
）・
市
の
木（
け
や
き
）制
定

東
富
士
ダ
ム
完
成

手
焙
形
土
器
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定

夏
ま
つ
り
に
歩
行
者
天
国
登
場

市
内
全
戸
に
有
線
放
送
開
始

第
1
回
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

御
殿
場
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
運
転
開
始

富
士
登
山
マ
ラ
ソ
ン
復
活
第
1
回
大
会
開
催

市
民
会
館
完
成

太
平
洋
ク
ラ
ブ
マ
ス
タ
ー
ズ
開
催

駅
南
ガ
ー
ド
開
通

湯
沢
平
公
園
オ
ー
プ
ン

富
士
山
ク
リ
ー
ン
作
戦
開
始

天
明
の
大
飢
饉
。年
貢
減
免
を
要
求
す
る
30
カ
村
の
農
民
が
大
挙

し
て
小
田
原
藩
へ
向
か
う

二
宮
尊
徳（
金
次
郎
）が
鵜
沢
作
右
衛
門
と
と
も
に
飢
餓
に
苦
し
む

村
々
を
回
る（
報
徳
仕
法
の
始
ま
り
）

駿
東
地
区
、小
田
原
藩
か
ら
徳
川
駿
府
藩
へ
領
分
替
え
神
山
仮
役
所

を
設
置

富
士
登
山
新
道（
富
士
山
東
表
口
）が
開
通

東
海
道
幹
線
鉄
道
、国
府
津
〜
静
岡
間
が
開
通

東
京
〜
静
岡
直
通
運
転
開
始
。御
殿
場
駅
開
設

御
殿
場
地
方
六
カ
町
村
、御
厨
町
・
富
士
岡
村
・
原
里
村
印
野
村
組

合
村
・
玉
穂
村
・
高
根
村
須
走
村
組
合
村
が
誕
生

（
町
村
制
施
行
）

東
京
湾
要
塞
砲
兵
隊
、滝
ヶ
原
に
て
初
の
実
弾
演
習

御
殿
場
馬
車
鉄
道
が
御
殿
場
駅
〜
御
厨
町
御
殿
場
間
で
開
業

御
厨
町
ほ
か
十
カ
村
組
合
立
御
殿
場
農
業
学
校
が
開
校

滝
ヶ
原
に
陸
軍
廠
舎
が
つ
く
ら
れ
る

板
妻
に
陸
軍
廠
舎
が
つ
く
ら
れ
る

オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
ク
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
が
富
士
山
太
郎
坊
で
ス
キ
ー
を
披
露

御
殿
場
で
一
般
電
話
が
開
通

陸
軍
演
習
場
に
買
収
さ
れ
た
印
野
村
北
畑
地
区
の
移
転
が
完
了
す
る

陸
軍
省
と
地
元
各
村
の
間
に「
使
用
協
定
」が
締
結
さ
れ
、富
士
裾

野
陸
軍
演
習
場
が
常
設
さ
れ
る

乙
女
峠
越
え
御
殿
場
〜
仙
石
原
間
の
箱
根
国
道
開
通

第
1
回
富
士
登
山
競
走
が
行
わ
れ
る（
富
士
登
山
駅
伝
の
始
ま
り
）

御
厨
町
が
御
殿
場
町
に
改
称

富
士
山
頂
に
国
営
の
気
象
観
測
所
が
設
置
さ
れ
る

丹
那
ト
ン
ネ
ル
開
通

国
府
津
〜
御
殿
場
〜
沼
津
間
は
御
殿
場
線
に
改
称

駒
門
に
陸
軍
廠
舎
が
つ
く
ら
れ
る

御
殿
場
駅
付
近
が
爆
撃
さ
れ
る

米
軍
が
東
富
士
演
習
場
で
実
弾
射
撃
訓
練
を
開
始

新
制
御
殿
場
高
等
学
校
が
開
校

農
業
会
に
替
わ
る
農
業
共
同
組
合
を
設
立

天
明
4

天
保
8

明
治
元

明
治
16

明
治
22

明
治
29

明
治
31

明
治
35

明
治
41

明
治
42

明
治
43

明
治
45

大
正
2

大
正
3

昭
和
7

昭
和
9

昭
和
11

昭
和
20

昭
和
22

昭
和
23

1
7
8
4

1
8
3
7

1
8
6
8

1
8
8
3

1
8
8
9

1
8
9
6

1
8
9
8

1
9
0
2

1
9
0
8

1
9
0
9

1
9
1
0

1
9
1
2

1
9
1
3

1
9
1
4

1
9
3
2

1
9
3
4

1
9
3
6

1
9
4
5

1
9
4
7

1
9
4
8

昭
和
36

昭
和
37

昭
和
38

昭
和
40

昭
和
41

昭
和
42

昭
和
43

昭
和
44

昭
和
45

昭
和
47

昭
和
48

昭
和
50

昭
和
51

昭
和
52

昭
和
53

昭
和
54

1
9
6
1

1
9
6
2

1
9
6
3

1
9
6
5

1
9
6
6

1
9
6
7

1
9
6
8

1
9
6
9

1
9
7
0

1
9
7
2

1
9
7
3

1
9
7
5

1
9
7
6

1
9
7
7

1
9
7
8

1
9
7
9

昭
　
和

昭和34年 第1次東富士演習場使用協定
調印式

昭和44年 東名高速道路
「御殿場IC」開通

昭和47年 御殿場市役所庁舎完成昭和62年 御殿場駅新駅舎完成

し
ょ
う
し
ゃ

て
あ
ぶ
り



29令和３年度  御殿場市  市勢要覧

主
な
で
き
ご
と

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
・
交
付
事
務
が
県
か
ら
市
へ
事
務
移
管

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」オ
ー
プ
ン

富
士
山
ナ
ン
バ
ー
・
富
士
山
型
ナ
ン
バ
ー
導
入

国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か
2
0
0
9「
富
士
山
一
人
打
ち
太
鼓
ま
つ

り
」・「
富
士
の
恵
み
御
殿
場
大
茶
会
」を
開
催

東
山
旧
岸
邸
の
一
般
公
開
を
開
始

天
皇
、皇
后
両
陛
下
が
国
立
駿
河
療
養
所
と
神
山
復
生
病
院
を
訪
問

さ
れ
る

湯
沢
平
公
園
の
S
L
を
御
殿
場
駅
前
広
場
に
移
設

富
士
岡
中
学
校
女
子
駅
伝
部
全
国
大
会 

優
勝

3
月
11
日
東
日
本
大
震
災
、15
日
に
市
内
で
震
度
5
弱
の
地
震
、

計
画
停
電
に
よ
り
市
民
生
活
が
混
乱

富
士
山
樹
空
の
森（
富
士
山
交
流
セ
ン
タ
ー
）が
オ
ー
プ
ン

御
殿
場
型
事
業
仕
分
け
を
実
施

富
士
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
国
登
録
有
形
文
化
財

に
登
録

御
殿
場
み
く
り
や
そ
ば
あ
な
た
の
そ
ば
で
振
舞
隊
発
足

原
里
地
区
広
場「
友
愛
パ
ー
ク
・
朝
日
」オ
ー
プ
ン

新
東
名
高
速
道
路
御
殿
場
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
三
ケ
日
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
ま
で
が
開
通

御
殿
場
わ
ら
じ
祭
り
が
13
年
ぶ
り
に
復
活

富
士
山
樹
空
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

新
橋
深
沢
線（
市
道
0
1
1
5
号
線
）一
部
完
成

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録

富
士
山
G
O
G
O
エ
フ
エ
ム
開
局

印
野
こ
ど
も
園
開
園

富
士
山
火
山
三
県
合
同
防
災
訓
練
を
実
施

富
士
山
エ
コ
パ
ー
ク
焼
却
セ
ン
タ
ー
が
稼
動

市
制
施
行
60
周
年
記
念
各
種
事
業
の
実
施

富
士
山
眺
望
遺
産
5
カ
所
認
定

第
四
次
御
殿
場
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
が
決
定

市
役
所
印
野
支
所
移
転

椿
の
古
木「
太
郎
冠
者
」東
山
旧
岸
邸
に
移
植

韓
国
論
山
市
と
の
友
好
交
流
協
定
を
締
結

市
役
所
東
館
完
成

主
な
で
き
ご
と

温
泉
会
館
オ
ー
プ
ン

斎
場
完
成

市
民
憲
章
制
定

市
体
育
館
オ
ー
プ
ン

市
図
書
館
萩
原
に
移
転

乙
女
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
完
成

駒
門
工
専
へ
の
進
出
企
業
11
社
決
定

衛
生
セ
ン
タ
ー
完
成

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足

夏
ま
つ
り
に
富
士
娘
コ
ン
テ
ス
ト
登
場

第
1
回
富
士
山
太
鼓
ま
つ
り
開
催

米
国
ビ
ー
バ
ー
ト
ン
市
と
姉
妹
都
市
提
携

御
殿
場
駅
新
駅
舎
完
成

国
鉄
が
民
営
化
し
、J
R
御
殿
場
線
と
な
る

駅
前
再
開
発
事
業「
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
C
1
」ビ
ル
完
成

J
R
御
殿
場
駅
東
西
自
由
通
路
開
通

国
道
2
4
6
号
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

東
富
士
五
湖
道
路
開
通

第
1
回
御
殿
場
市
緑
化
フ
ェ
ア
開
催

駅
前
再
開
発
事
業「
B
E-

O
N
E
」ビ
ル
完
成

市
営
駅
南
駐
車
場
完
成

住
宅
地
で
不
発
弾
が
爆
発

静
岡
県
で
高
校
総
体
が
行
わ
れ
、御
殿
場
市
で
は
剣
道
大
会
を
開
催

御
殿
場
西
高
校
、春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
出
場

市
陸
上
競
技
場
オ
ー
プ
ン

高
根
ふ
れ
あ
い
広
場
・
中
郷
館
オ
ー
プ
ン

中
央
公
園
オ
ー
プ
ン

公
共
下
水
道
供
用
開
始

新
消
防
庁
舎
完
成

看
護
高
等
専
修
学
校
開
校

元
号

昭
和
54

昭
和
55

昭
和
56

昭
和
57

昭
和
58

昭
和
60

昭
和
61

昭
和
62

昭
和
63

平
成
元

平
成
2

平
成
3

平
成
4

平
成
5

平
成
6

平
成
7

西
暦

1
9
7
9

1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

元
号

平
成
20

平
成
21

平
成
22

平
成
23

平
成
24

平
成
25

平
成
26

平
成
27

平
成
28

平
成
29

西
暦

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

平
　
成

平成15年 第58回国民体育大会
馬術競技会開催

平成17年 市制施行50周年
記念式典

平成21年 東山旧岸邸
一般公開開始

平成22年 天皇皇后両陛下行幸啓



30 令和３年度  御殿場市  市勢要覧

東
山
青
少
年
広
場
オ
ー
プ
ン

富
士
山
エ
コ
パ
ー
ク
再
資
源
化
セ
ン
タ
ー
が
稼
動

J
A
X
A
と
人
工
衛
星
の
運
用
・
開
発
に
つ
な
が
る
校
正
検
証
を
目

的
に
自
治
体
と
し
て
全
国
初
の
協
定
を
締
結

第
19
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝 

優
勝

東
名
高
速
道
路
足
柄
ス
マ
ー
ト
I
C
が
開
通

第
29
回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
御
殿
場
大
会
を
開
催

御
殿
場
駅
箱
根
乙
女
口
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

御
殿
場
市
S
D
G
ｓ
推
進
宣
言
を
実
施

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

第
20
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝 

優
勝（
連
覇
）

御
殿
場
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
実
施

東
名
高
速
道
路
駒
門
ス
マ
ー
ト
I
C
が
開
通

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
全
国
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
て
い
た
夜
の
店
舗
を
対
象
に
休
業
補
償
を
セ
ッ
ト
に

し
た
休
業
要
請
を
全
国
に
先
駆
け
て
実
施

遊
R
U
N
パ
ー
ク
玉
穂
オ
ー
プ
ン

Y
M
C
A
東
山
荘
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
館
・
齊
藤
記
念
館
が
国
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録

市
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業「
N
H
K
の
ど
自
慢
」を
実
施

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

富
士
山
市
民
の
サ
ロ
ン「
け
や
き
か
ん
」オ
ー
プ
ン

新
東
名
高
速
道
路（
新
御
殿
場
I
C
〜
御
殿
場
J
C
T
）、国
道

1
3
8
号
須
走
道
路
・
御
殿
場
バ
イ
パ
ス（
西
区
間
）が
開
通

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
を
実
施

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
舞
台
に

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
空
手
競
技
に
出
場
す
る
空
手
イ
タ
リ

ア
代
表
の
直
前
合
宿
受
け
入
れ

東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
御
殿
場
市

採
火
式
を
実
施

旧
岸
邸
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

東
富
士
演
習
場
周
辺
開
発
道
路
が
全
線
開
通

沼
田
・
大
坂
の
湯
立
神
楽
が
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

第
1
回
御
殿
場
国
際
音
楽
祭
開
催

御
殿
場
地
区
広
場「
パ
レ
ッ
ト
ご
て
ん
ば
」オ
ー
プ
ン

秩
父
宮
御
別
邸
が
市
に
遺
贈
さ
れ
る

静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
を
御
殿
場
市
で
実
施

沖
縄
県
道
1
0
4
号
線
越
え
実
弾
射
撃
訓
練
の
分
散
・
実
施
を
容
認

御
胎
内
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

原
里
地
区
広
場「
友
愛
パ
ー
ク
・
原
里
」オ
ー
プ
ン

御
殿
場
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
初
の
全
国
優
勝

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
誕
生

御
殿
場
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
全
国
二
連
覇

御
殿
場
・
小
山
R
D
F
セ
ン
タ
ー
が
稼
動

玉
穂
地
区
屋
内
プ
ー
ル
施
設「
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
玉
穂
」オ
ー
プ
ン

御
殿
場
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
全
国
三
連
覇

市
立
養
護
学
校
が
県
に
移
管

ご
み
最
終
処
分
場
が
稼
動

第
三
次
御
殿
場
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
が
決
定

深
沢
に
御
殿
場
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
オ
ー
プ
ン

二
枚
橋
公
園
・
富
士
岡
公
園
が
オ
ー
プ
ン

E
M
C
ゴ
ル
フ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
ウ
ル
グ
ア
イ
代
表
チ
ー
ム

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ

御
殿
場
馬
術
競
技
場
が
オ
ー
プ
ン

第
1
回
よ
さ
こ
い
御
殿
場
開
催

第
3
回
静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会 

優
勝

市
役
所
庁
舎
別
棟
完
成

秩
父
宮
記
念
公
園
、永
原
公
園
、神
場
南
公
園
が
オ
ー
プ
ン

第
58
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
馬
術
競
技
会
開
催

静
岡
県
・
御
殿
場
市
・
小
山
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催

第
6
回
静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会 

優
勝

市
民
の
森「
フ
ォ
レ
ス
ト
乙
女
」完
成

桜
公
園
オ
ー
プ
ン

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
2
0
0
6
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
開
催

市
役
所
玉
穂
支
所
移
転

富
士
山
宝
永
噴
火
3
0
0
年
各
種
記
念
事
業
の
実
施

富
士
岡
中
学
校
女
子
駅
伝
部
全
国
大
会 

優
勝

平
成
8

平
成
9

平
成
10

平
成
11

平
成
12

平
成
13

平
成
14

平
成
15

平
成
16

平
成
17

平
成
18

平
成
19

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

平
成
30

平
成
31

令
和
元

令
和
2

令
和
3

令
和
4

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

令　

和

平成27年 市制施行60周年
記念フェスティバル

令和元年 第20回しずおか市町対抗駅伝
優勝（連覇）

 令和3年 新東名高速道路（新御殿場IC～御殿場JCT）、
国道138号須走道路・御殿場バイパス（西区間）開通

令和4年 東富士演習場周辺開発道路
全線開通
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